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今年度から「外部講師招聘」に係る FD 関連予算

が認められ、その第 1 弾として「我が国の大学の致

命的欠陥～北海学園大学の未来に向けて」をテーマ

に諸星裕氏にご講演いただきました。また講演会後

は幹部教職員（学部長・機関長・事務部長・事務長・

課長）との懇話会も実施され、現状を変えなければ

という諸星氏の強い思いが感じられました。講演内

容は多岐にわたり、一言で要約することはできませ

んが、「2 単位当たり 4 万 2 千円、一回の授業当たり

3 千円に相当するサービスが提供できているか。サ

ービスの質を向上させるためにはシステムをどのよ

うに変えていくべきか」が今回の講演の問題意識で

あったと思います。今回の教育開発ニュースは各学

部長にご寄稿いただきました。またメディアサイト

にて教育研究交流会の動画をご覧になることが出来

ます。これからの FD、SD の議論にお役立てくださ

い。
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今回の諸星氏の講演は、私にとって極めてインパ

クトの大きなものであった。出席した教職員も、そ

れぞれの受け止め方に違いはあるであろうが、本学

の在り方に関して大きく深く考えさせられたものと

思う。氏が説明された個々の問題点の多くは、私自

身海外の大学の教員と交流する中で感じ、また従来

さまざまな方向からさまざまな形で折に触れて指摘

されてきたことでもある。しかし、それらは比較的

個別的な問題点や改善点として提示され、できるも

のにはそれなりの対応を取り、難しいものには目を

つむることでやり過ごしてきたのが本学の、そして

私自身の実態であろう。例えば、右の図にある教員

の Accountability 、シラバスの在り方、職員が専門

性を与えられていないことなどは、常日頃問題と感

じつつも、その改善に無力さを感じてきた事柄であ

る。氏は、それら多くの問題点が、互いに構造的に

結びついた「致命的欠陥」として、日本の大学を、

そして本学を支配していることを、極めて具体的か

つ論理的に明らかにした。もちろん、アメリカの大

学のシステムをそのまま日本に導入するのには無理

があろうが、その基本にある考え方は極めて合理的

である。 

18 歳人口が急速に減少する中で、本学が置かれて

いる状況は決して楽観できるものではない。特に私

が所属する工学部は、氏が触れた F ランクの恐怖に

抵触する危険性を孕み、極めて厳しい状況にあると

言わざるを得ない。これまで、コース制導入や学科

増設・定数削減などの対策を講じつつも、道内の理

工系他大学のような大幅な改組をしないことを一つ

の売りとし、いくつかの波を乗り越えてきた。しか

し、次なる大波が目前に迫っている。その対策とし

て、いま何をすべきか。今回の講演には、そのため

のいくつかの道標が見えるように思う。変わらない

ことが問題であるとの指摘もその一つであろう。あ

るべき姿を実現することへのハードルは、問題点が

構造的であるが故に、極めて高く感じられる。諸事

がトップダウンでは動かない本学であるが、多くの

教職員が現状に危機感を抱いていることも確かであ

る。構造的問題点を切り崩す糸口を見いだすために

は、その危機感を集約させ、一定の方向性を定める

必要があろう。 
 

（工学部長 魚住 純） 

  

 

 

 

諸星 裕氏による「我が国の大学の致命的欠陥～北

海学園大学の未来に向けて」は大変示唆に富む講演

であり参考になったが、氏がアメリカや桜美林大学

で実践したことを即本学に適用するためには、法人

及び大学の体制を相当根本的なところから変革しな

いとならないのではないか。氏は桜美林大学で、教

学担当の副学長として辣腕を振るうことが出来たわ

けだが、教学上の全責任を担う立場にあったから出

来たとも言える。本学は、よく言えば非常に民主的

に議論を尽くそうとするが、反面、議論が収束しな

い場合は結局何も変わらない。スピーディーに物事

を進めるために、「長」にはリーダーシップを存分に
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発揮できる権限も必要であろう。他方、それは独断

専行に事が決まる弊害も招きかねないから、当然の

こと、「長」にはバランス感覚が求められる。 

 以下、特に重要と感じた事項について私見を述べ

る。GPA に基づく退学勧告なども教育の質保証とも

相俟って興味深いが稿を改めたい。 

１．大学は生き物 

 アメリカの教育省は、基本的に各州の大学には口

出しをしない。しかし、大学は学生や世の中の変化

に合わせた改革が常に求められ、それが不十分だと

認定されない。我が国は、今後さらに少子化が進み

学生数の減少が確実故に、何らかの改革は必要であ

ろう。本学は、伝統があり、「北海道における最大規

模の私立総合大学」（「建学の精神」より）であると

の自負のために、教職員の危機感が希薄であるとい

う指摘は当たっている面もあろう。しかし、適切な

改革は行うべきだが、改革の名の下に大学が大学で

なくなる方向に向かってしまっては元も子もない。

真に適切な改革とは何か、を問い続けなければなら

ない。 

２．ミッションの欠如 

 本学の「建学の精神」には、どのような学生を育

成するのかというミッションが欠落している。氏が

指摘するように、本学が研究大学ではなく、入学し

てきた学生を教育し少しでも付加価値を付けて社会

に送り出すような「教育の大学」であるとすれば、

「読み・書き・そろばん」を含む広い教養教育が本

学の教育の中心になるであろう。しかし、問題は単

に専門 vs 教養というものではない。学生のレベルに

あわせて実践される専門教育は、ある面で十分に教

養教育でもあるからである。その意味では、本学に

おいて、ミッションは欠如しているのではなく、単

に欠落しているという見方が正しいかもしれない。

もちろん、ミッションを明確にし、それを教職員が

共有し実践すべきであることは論を俟たない。 

３．職員の専門性の欠如 

 教員が雑用から解放されて教育・研究に専念する

ためには、職員の支援が不可欠である。しかし、現

状は、職員数は抑制され、さらにその一部が外注化

される傾向も強まっている。法人を含めた職員の適

正配置を根本的に考え直す必要もあろう。 

現状は厳しいが、事務職員の皆さんには是非その

道のスペシャリストとなって、教員をサポートして

頂きたい。学生・職員あっての教員である。 
 

（人文学部長 上野 誠治） 

 

 

 

モロボシダン（諸星弾）隊員。元々は M78 星雲の

恒点観測員であったが、地球がさまざまな侵略者か

ら狙われていると知るや地上に舞い降りた我らがヒ

ーロー・ウルトラセブンが、人間の姿に擬態した世

をしのぶ仮の姿である。 

一方、こちらは濁らない方のモロホシユタカ（諸

星裕）隊員、否、先生。元々は桜美林大学の副学長

にしてテレビのコメンテータとしてつとに有名であ

ったが、桜美林大学ご退職後は一年の半分をオース

トラリアに暮らしながら、ときどき日本に舞い戻っ

ては大学改革請負人としての活動を全国津々浦々で

続けられている。 

しかして、今回、学内にて基調講演者を務めるべ

く千歳空港に舞い降りたのは、もちろん、濁らない

方のモロホシ氏。ただ、モロホシ先生招聘の裏では、

大学の発展に熱い思いを抱く学シ課職員の N 氏や T

氏の熱烈ラブコールがあったと漏れ聞く。すなわち、

関東圏や関西圏の競争環境からは一定の距離を置く

という、地理的な優位性（？）に安住してきた本学

に警鐘を鳴らしにいらした…というか「モロボシ弾」

を撃ち込みにいらしたのだ、と僕は理解している。 

はたして、実際にお会いしてみると、テレビ画面

からお見受けする、いくらか軽佻浮薄な感じ（失礼

…）とは違っていて、良い意味でその印象は大きく

塗り替えられたのだった。 

まず、第一に、口角泡を飛ばすようにして放たれ
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る痛い、痛いモロボシ弾の数々に通底するのは、「授

業料の実質化」ということではなかったか。学生の

みなさんが、あるいは、その保護者の方々が 4 年間、

滞ることなく授業料を払い込んでくださるお蔭で

我々教職員がきちんと生活を維持できているのだか

ら、その分、しっかりと教育で学生に還元しよう、

ということだった。この当たり前と言えば当たり前

の出発点にさえ、「ギルド化した教授会」（モロホシ

先生）は立てていないと断言された。 

加えて、習慣の収監とでも言うべきものが必要だ

と繰り返し述べられた、と僕なりに理解している。

すなわち、所与のものとして疑うことなき現行の制

度や仕組みを一度反古にし、新たなシステムを学生

目線で再構築しようとおっしゃった。例えば、「単位

を取り終えたらさっさと 3 年で卒業できる大学」や

「アメリカの大学では（授業第一を旨とし）教授会

の開催はセメスターの始まる前と終わった後の 2 回

だけ」などがそれだ。もっとも、後者は、教授会を

開かずとも種々の決定がなる学長権限や学部長権限

の強化と裏腹の関係にあるということだろう。 

さて、最大にして最強のモロボシ弾は、「大学のミ

ッションを不断に再定義する」ではなかったか。少

なくとも、僕はそこに大いに共感を覚えた。「「開拓

者精神」は建学の精神たりえても、ミッションたり

えない」はその通りだと思うし、もっと全学の学生

と教職員とが深くコミットできる強い、それでいて

平易な言葉としてのミッションを定義、再定義し続

けることができたらと願うし、それはお上から押し

つけられたアリバイとしての３P とはきっと違う何

か、なのだ。 
 

モロホシ隊員、ありがとう！ 

また、お会いできる日までお元気で！  
 

（法学部長 樽見 弘紀） 

 

 

  

正直なところを告白すれば、学部長は学長を補佐

するといっても具体的に何をすべきなのかがよくわ

からない状態が 4 月以降続いていたのですが、今回

の諸星裕氏の講演およびその後の懇話会を通じて、

頭の中が少しは整理出来てきたようにも思います。

その理由は今回の氏の講演がオーソドックスな昨今

の大学改革の話をベースにしつつも、北海学園大学

向けにカスタマイズして持ってきていただいたこと

によると思います。 

今回の講演から引き出せる今後の本学が行うべき

取り組みについて考えたことを、こちらも経営戦略

論のオーソドックスな分類に従い、何を進めていく

のかという内容面とそれをどのように実現していく

のかというプロセス面の２つの面に分けてまとめて

みます。先に後者についてですが、これは組織の意

思決定プロセスの問題ですね。昨今文科省を中心に

推奨される学長に強い権限を与えるトップダウン型

の意思決定の功罪、最近は少しずつ罪の面が表面化

してきているようにも思われますが、かといってこ

れまでの本学のようなボトムアップの意思決定だけ

では、（後になって「あそこで止めたことは正しかっ

たよね」といったこともよくあるにせよ）ことがス

ピーディに進みにくいし、良い提案も結局立ち消え

てしまうことも少なくありません。双方のギャップ

を埋めるカギを氏の講演から引き出したいと思って

いましたが、その答えをあげるとしたら、学生目線

と現場主義ということでしょうか。講演や懇話会の

中で何度か出てきた management by walking 、桜美

林大学に赴任してすぐに行った学生との毎日のよう

に続けた対話（その結果、桜美林の学生がキリスト

教についてほとんど知らないことが分かり、ミッシ

ョンが形骸化しているという話の箇所です）は、是

非実践していきたいところです。現場を理解してい

ないトップダウン型の運営が問題を起こすのは明ら

かで、やはり教室にいる学生の生の声、学生と日々

真摯に向き合っている教職員の方々の声を無視して

は、何もうまくいかないことは明らかです。 

一方、2 つ目の何をやるのかという内容面、一言
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で言えば、価格（学費）に見合った価値として何を

顧客（学生）に提供できるかということだと言えま

す。この具体的な内容の話になると、題目に釣られ

て行ってみたエラい先生の話（時には自慢話？）を、

実際聞いてみたら「それウチの大学と関係ないし・・」

といった残念感をこれまでよく味わいました。しか

し、今回の講演の感想は、本学でもさほど大きな抵

抗や犠牲を伴わなくともすぐにやれる（やるべき）

のにやっていないことが多くあるのではないかなと

いうことでした。例えば、諸星氏が、今やれること

として推奨していたものの一つが高大連携でした。

北海道という地域に密着している本学ですが、これ

まで地域の各高校との間の関係はもっと強化できる

余地があるのではないか。個々の教員単位では実は

先進的な試みも行われつつも、全学的な広がりをし

てこなかったために、その気になればつかめた機会

を今まで取り逃がしていたことも少なくないないの

ではないか？この点は、地域の企業や団体との産官

学連携事業などでも同じようなことがあったように

も思えます。いささか楽観的過ぎるような言い方か

もしれませんが、北海学園大学は将来に向けて取り

組むべきことが必ずしも進んでいない。だからこそ

生き残りのためにまだ打つべき手は沢山残っている

とも言えるのではないでしょうか。掴めば良い成果

が得られるとわかっていたのに、その機会を取り逃

がすほど悔やまれることはありません。 

最後にこうした変革の機会をしっかりつかむには、

職員の方の高い能力が確かに不可欠です。米国の大

学職員の専門性の高さは私も在外研修の時に実感し

ました。ビジネスプランコンテストなど研修先のイ

ベントに現れるコーディネーターらしき人、てっき

り先生だと思っていたら、そのほとんどが職員に該

当する人々でした。とはいえ、職員の方に明日から

高度なスキルを発揮せよといっても、現状、それを

身に付ける機会がなければ無理なことです。いわゆ

る SD の機会（私が知らないだけかもしれないけれ

ども、ほとんどこれまで提供されていなかったので

はないか）を様々な形で提供していくことが必要で

あることは、今回の講演を通じて学長室あるいは協

議会の中で共有したいところです。  
 

（経営学部長 伊藤 友章） 

 

 

 

 

「やれＦＤだの、やれＳＤだの、言われても、わ

てみたいな年寄りにはそんなハイカラなこと何のこ

とやらさっぱりわかりまへんわ」というのが小生の

偽らざる気持ちであった。 

小生に限らず、多くの教職員にとって、ＦＤだと

ＳＤだのは「お上にやらされている」という感覚で

はないだろうか。少なくとも小生はそうだった。何

のためにやるのかがわからなければ、やる気がわか

ないのは当然である。 

ただ、今を去る 30 数年前、運良く大学教師の職に

ありついて以降、自らの“商い”にはそれなりの工

夫はしてきたつもりである。なんせ小生は極めつき

の小心者であるからして、学生の殆どが寝ている状

況下で淡々と講義をおこなう度胸は持ち合わせない。

とはいえ、残念至極ではあるが、小生の講義を全員

が目を輝かせて聴講しているかといえば、なかなか

そうはいかないのが現実だ。芸の道は険しい。 

われわれ教員の“商い”は個人芸である。それは

確かだ。だが、一人二人の名人芸にぶら下がって安

泰に暮らしていける稼業でもなかろう。小生の拙い

芸でもありがたくおまんまをいただけるのは、北海

学園大学という老舗ののれんがあっての話である。 

老舗ののれんを守り続けるためにはそれなりの工

夫が必要である。一見同じことをやっているようで、

実は常に革新を続けているのが老舗である。 

「売り手よし、買い手よし、世間よし」という「三

方よし」は近江商人の心得だそうだが、大学稼業と

て同じことではないかと思う。教職員一同がこれか

らも北海学園ののれんで末永くおまんまを頂戴しつ

づけるためには、われわれの“商い”は誰が“買い

手”で、どこが“世間”なのかを見据えた“商い”

をすべきであり、末永く“商い”をつづけるための

活動を“ＦＤ”とか“ＳＤ”とよぶのではなかろう

か。これが浪速の小商人（こあきんど）的精神構造

の持ち主である小生の理解である。「ハイカラな言葉

使わんかて、あたりまえのことでおますがな」と“商

い”の神様には言われそうだが。  
 

（経済学部長 古林 英一）
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■編集後記 

教育開発ニュース第 39 号をお届けします。「ハイカラな言葉
使わんかて、あたりまえのことでおますがな」と古林経済学部
長からご指摘いただいたように、今回の講演は刺激的ではあり
ましたが、FD、SD に取り組まれている先生方にとってはオー
ソドックスな指摘も多かったのではないでしょうか。これから
は「思ってること言っちゃうと棘があるな～」という場合も「以
前、諸星氏が指摘されたように…」とご発言いただければと思
います。 

 （教育開発運営委員会 逸見 宜義） 

 ˧ ̝Ҳ LMS  

【手順①】 LMS （旧GOALS）にアクセスし、「受講者」権限を選択  

【手順②】 講義一覧から「教育研究交流会（FD活動）」を選択  

【手順③】 「教育研究交流会」動画配信 を選択し、動画を視聴 

メディアサイトで配信している動画は以下の手順で視聴することができます。 

 


